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:これ鳩 の展望について～「ありんこ村」構想～ :

m法 人 ありんこも設立 から8年目。あっという間だ つたような、とても長い道 のりだ ったよ

うなぉ福社の素人が法人を立ち上げて、どうにか漬れず にここまでこれたのは、支えて<ださっ

ている沢出の方 々のおかげです。本 当にありがとうございます。

1 主事業で ある放課後 等デイサ ービス事業は、携 わる職 員が増 えながら、利用 する子どもた .

|ちとともに、今も成長を続 けていると思っています。課題 はあるものの、確かな前進を感じて

|います。

| これからに向けて、学校 を卒業した子どもたちの居場所 を地域 に作りたい、障害のある、な

|しに関わらず 、た <さんの人たちとともに生きていけるように、共生 をめざす場所 を作 りたい

|と思つています。どんなに障害が重 い人でも、人と関わり、社会と関わつて、役割 をもって生活

|できたら幸せだ と思うのです。

'「
やよいのあかり」を立ち上げたときには「障害のある子どもたちの放課後の居場所を作り

1たい。」と単純に者えていました。今は、障害のある人もない人も一緒に安心して暮らせる地
1域そのものをつ<つていきたいと思っています。1つの施設でな<地域づ <り。壮大な目標に

|なりますが、一つ一つ形にしていきます。

1 生活弁護施設を核にし、日中活動として、農作業を取り入れます。それにより、雇用の倉」出、

1農福連携のいろいろな取り組みを進めます。また、世代間のコミユニティ作りのため、蔵のカ

|フェを中心に集いの場をつ<ります。繋がった人たちと一緒に福社の仕事を広げます。将来を

1見据え、福祉職を目指す学生の住まいも併設します。障害児者のためのシヨートステイの場は

,もちろん、例えば里子の受 |す入れのためのファミリーホームや、託児施設、子ども食堂、放課
1後児童クラブなど、多様な居場所を含む一つの地域。ありの巣のように、エリア全体で子ども

|の育ちを支え、慣れ親しんだその場所で、大人になつても安心して過ごす ことができる「あり

|んこ村」を作りたいと思っています。

法人 が,直面 して いる大きな課題 は、建設 予定地が「市街化調整 区域 」内にあるというこ |

とです 。市役所 に掛 け含つても、そもそも「市街化調整 区域 」内には建物 を建 てられないとの |

こと。(自 宅を建設する場合にも、いろいろな条件をクリアする必要があるほどです。)   |
建築の許可がおりなければ、そもそも事業をスタートすることすらできません。安易にいろ

いろ思いめぐらせていたことを素直に反省し、始まりから終わりまでの長期的な事業計画を

しつかりと立てていかなければなりません。その上で、予定地に福祉施設を建設しなければな

らない必然的な理由を明確にして、納得してもらえるように頑張つていきます。

理事長のつぶやき

「3年やり残していること」
‐

ピ ック、 ノヽ ラ リン ピ ックの

開催 もあ り、法人 にと って

|は新規事業 の計 画を具現化

す るため 、い よい よ正念場

|を迎 えることになる。

| や らな けれ ばな らないこ

とは山積み。なのに遅々と

して前に進まない。

「や よい のあか り」を立

:ち上 げたの は東 日本人震災 滋

～社会福祉法人あ ―るどさんのこと～

11月 19日 (本 )に五所 川原 の青森 県発達 障害

者支援センター「わかば」(津軽地域 )センター

長 の其 田さんが来所 されました。目的は五所

川原で行 われる研修 の講師依頼 でした。

現 在五所 川原 とそ の周辺地域 で は 医療 的

ケア児支援 (福祉 サ ービスや 医療画 など広 <
全 般 )を進 めるには何 が必要 で 、何 が課題 で

あ るの か を協 議す る場 を設置 す る予定 だ そ

うです 。そ こで、医療 的ケア児支 援 のた め の

情報 収 集 の一 貫 として 、来年 2月 に研修 会 を

執り行うとのことでした。

10月 に青 森 県 医療 的 ケア児 支 援 シンポ ジ

ウムもあり、青森 県内各 地 で 医療 的ケア児を

受けい れ、支援 して い <ため の基盤 づ <りが

進 められています。NPO法人 8年の経験 を、少

しでも新規 開設 に役立てることができればと

思つています。

わたしのおすすめコーナー

⑤ いちのへ耳鼻科院長

弘前市 田園4丁目にある

「パ ティスリーラポ ール」と

い う洋 菓 子 屋 さんを ご 紹

介します。かわいらしいケ ー

キや 焼 き菓子 のお店 です。

今年 1¬月 に4周年 を迎 えた

そうです。ご夫婦でお店を

やられていて、お子さんが小さいころは奥さ

まがお子さんを背中に背負つて接客されて

いて、とても微笑ましかったそう。写真のケー

キはチョコレートと洋酒の香りの濃厚な「アン

フィクレ」です。チヨコレート女3きにはたまりま

せん。コーヒーにもよ<含います。

学

つ の 時期 は ク

リス マ スケ ー キ

も予約できます。

毎 年 種 類 も豊 富

で 目 移 りしま す

よ。おためしあれ

～ 1 1

保護者面談のお矢0らせ

例 年 行 わ れて い る「や よい の あ かり」

保 護者 面 談で す が、来年 2月 の実 施 を予

定 して お ります 。年 明 けから希望 調 査票

を配布し、日程調整を行います。
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